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県 政令市、郡 区市町村 対象数 県 政令市、郡 区市町村 対象数 
北海道  札幌市  東区  13 福井県  三方上中郡  若狭町  7 
北海道  札幌市  南区  13 山梨県    笛吹市  15 
北海道  札幌市  清田区  12 長野県    松本市  15 
北海道    小樽市  17 長野県    佐久市  15 
北海道    帯広市  17 岐阜県    大垣市  17 
北海道    砂川市  17 岐阜県    可児市  17 
北海道  雨竜郡  沼田町  11 岐阜県  揖斐郡  揖斐川町  12 
北海道  中川郡 幕別町 10 静岡県  静岡市  駿河区  14 
青森県    弘前市  16 静岡県  浜松市  浜北区  15 
青森県  三戸郡  南部町  12 静岡県    伊東市  17 
岩手県    盛岡市  16 静岡県    藤枝市  16 
岩手県    奥州市  16 愛知県  名古屋市  東区  15 
宮城県  仙台市  青葉区  10 愛知県  名古屋市  瑞穂区  14 
宮城県  仙台市  太白区  10 愛知県  名古屋市  緑区  14 
宮城県    東松島市  16 愛知県    豊橋市  16 
宮城県  黒川郡  大和町  12 愛知県    一宮市  16 
秋田県    由利本荘市  16 愛知県    豊川市  16 
山形県    酒田市  16 愛知県    安城市  16 
山形県  飽海郡  遊佐町  11 愛知県    稲沢市  16 
福島県    二本松市 16 愛知県    清須市  16 
福島県    伊達市 16 愛知県  知多郡  阿久比町  11 
茨城県    水戸市  17 三重県    四日市市  16 
茨城県    鹿嶋市  17 三重県    名張市  16 
茨城県    守谷市 17 滋賀県    大津市 16 
茨城県  北相馬郡  利根町  14 京都府  京都市  中京区  14 
栃木県    鹿沼市  17 京都府  京都市  山科区  14 
栃木県    小山市 17 京都府    京田辺市 16 
群馬県    前橋市  17 大阪府  大阪市  西区  17 
群馬県    安中市     17 大阪府  大阪市  旭区  17 
埼玉県  さいたま市  桜区 12 大阪府  大阪市  鶴見区  17 
埼玉県  さいたま市  浦和区  12 大阪府  堺市  南区  16 
埼玉県    川越市  17 大阪府    岸和田市  16 
埼玉県    川口市  17 大阪府    吹田市  16 
埼玉県    深谷市  17 大阪府    八尾市  16 
埼玉県    越谷市  17 大阪府    河内長野市  16 
埼玉県    新座市  17 大阪府    門真市  16 
埼玉県    蓮田市 17 大阪府    東大阪市  16 
埼玉県    幸手市  17 大阪府    交野市 16 
埼玉県  比企郡 川島町     13 兵庫県  神戸市  東灘区 15 
千葉県  千葉市  稲毛区  9 兵庫県  神戸市  垂水区 15 
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千葉県  千葉市  若葉区 9 兵庫県    姫路市  16 
千葉県    市川市  16 兵庫県    明石市  16 
千葉県    松戸市  16 兵庫県    伊丹市  16 
千葉県    佐倉市  16 兵庫県    三木市  16 
千葉県    柏市  16 兵庫県  神崎郡  神河町  12 
千葉県    鴨川市  16 奈良県    奈良市  16 
千葉県    匝瑳市  16 奈良県    御所市  16 
千葉県  長生郡  長柄町  13 和歌山県    有田市  16 
東京都    江東区  16 和歌山県  日高郡  みなべ町  12 
東京都    目黒区  16 島根県    出雲市  17 
東京都    大田区  16 岡山県  岡山市  北区  13 
東京都    世田谷区  16 岡山県    玉野市  17 
東京都    杉並区  16 岡山県  苫田郡  鏡野町  12 
東京都    北区  16 広島県  広島市  中区  12 
東京都    板橋区  16 広島県  広島市  安佐南区  11 
東京都    練馬区 16 広島県    東広島市  17 
東京都    足立区  16 広島県    廿日市市    17 
東京都    葛飾区  16 山口県    山口市  16 
東京都    江戸川区  16 山口県    周南市  16 
東京都    八王子市  16 徳島県    徳島市  17 
東京都    府中市  16 香川県    丸亀市  17 
東京都    町田市  16 香川県  仲多度郡  琴平町  13 
東京都    武蔵村山市 16 愛媛県    松山市  16 
東京都    あきる野市  16 高知県    高知市  16 
神奈川県  横浜市  神奈川区  15 福岡県  北九州市  小倉北区  10 
神奈川県  横浜市  港北区  14 福岡県  北九州市  八幡西区  9 
神奈川県  横浜市  戸塚区 15 福岡県  福岡市  博多区  14 
神奈川県  横浜市  旭区  14 福岡県  福岡市  西区  14 
神奈川県  横浜市  青葉区  14 福岡県    柳川市  17 
神奈川県  川崎市  中原区  14 福岡県    太宰府市  17 
神奈川県  川崎市  宮前区  14 福岡県  糟屋郡  粕屋町  14 
神奈川県  相模原市  南区 14 佐賀県    唐津市  17 
神奈川県    平塚市  16 佐賀県  藤津郡  太良町  14 
神奈川県    小田原市  16 長崎県    長崎市  17 
神奈川県    大和市  16 熊本県  熊本市 東区 14 
新潟県  新潟市  東区  16 熊本県    八代市  17 
新潟県    燕市 16 大分県    大分市  17 
新潟県    阿賀野市  16 大分県    豊後大野市  17 
新潟県  北蒲原郡  聖籠町  13 宮崎県    日南市  16 
富山県    富山市  14 宮崎県  北諸県郡 三股町 13 
富山県    砺波市  13 鹿児島県    鹿児島市  16 
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石川県    金沢市  13 沖縄県    那覇市  16 
福井県    福井市  13 沖縄県    うるま市  16 
 
調査実施 















１ ジェンダー  
 全体 1461ケースのうち、男性が 709人で 48.5%、女性が 752人で 51.5%である。全国統計での男女比率と
ほぼ一致しており、差は 0.4ポイントで、本調査ではわずかながら男性の回答者が多い。 
 
Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（○は１つ）   
  度数 有効％ 累積％ 2012年 全国統計（％）*¹ 
有効 男性 709 48.5 48.5 48.1 
女性 752 51.5 100.0 51.9 
合計 1461 100.0   100.0 
      
  










  度数 有効％ 累積％ 2013 年 全国統計（％）*1 
有効 20代 100 6.8 6.8 12.5 
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30代 189 12.9 19.8 15.9 
40代 253 17.3 37.1 17.2 
50代 241 16.5 53.6 14.7 
60代 323 22.1 75.7 17.5 
70代 256 17.5 93.2 13.3 
80代以上 99 6.8 100.0 8.9 
合計 1461 100.0   100.0 










  度数 有効％ 累積％ 
2014年 6月、内閣府『国民生活に関す
る世論調査』（％) 
有効 上層 10 .7 .7 1.2 
中の上層 115 7.9 8.6 12.4 
中の中層 558 38.5 47.2 56.6 
中の下層 458 31.6 78.8 24.1 
下層 162 11.2 90.0 4.6 
わからない 145 10.0 100.0 1.1 
合計 1448 100.0   100.0 
欠損値 9 13       












  度数 有効％ 累積％ 2010年 全国統計（％）*1 




206 14.3 14.3 18.7 
高等学校（旧制中学校・師範学
校・高等女学校を含む） 
633 43.8 58.1 46.2 
短期大学・高等専門学校（旧制
高校・高等師範学校を含む） 
238 16.5 74.5 14.9 
大学・大学院（旧制大学を含む） 345 23.9 98.4 20.0 
その他 23 1.6 100.0 - 
合計 1445 100.0     
欠損値 9 16       









  度数 有効％ 累積％ 
2005年「社会階層と社会移動」 
全国調査（％） 
有効 経営者・役員 71 4.9 4.9 4.3 
常時雇用の一般従業員 403 27.8 32.7 35.0 
臨時雇用・パート・アルバイト 210 14.5 47.2 15.3 
派遣社員 16 1.1 48.3 1.5 
自営業主・自由業者 119 8.2 56.5 8.2 
家族従業者 39 2.7 59.2 4.9 
内職 4 .3 59.5 .7 
学生 21 1.4 60.9 1.7 
専業主婦・主夫 232 16.0 76.9 ―  
無職 283 19.5 96.5 26.2 
その他（         ） 51 3.5 100.0 ―  
合計 1449 100.0   100.0 
欠損値 99 12       








していない」を選んだ回答者は 51.5%にのぼる。また、「年に数回程度」は 35.8％、「月に 1日程度」が 9.2%、
最も熱心に参加している「週に 1 日程度以上」が 3.4％となっている。本調査では最も熱心に参加している層
が 3.2％になり内閣府の調査結果とほぼ一致する割合になっている。しかし、「参加していない」の回答に関し




  度数 有効％ 累積％ 
有効 熱心に参加している 47 3.2 3.2 
どちらともいえない 508 35.0 38.2 
あまり参加していない 173 11.9 50.1 
参加していない 310 21.3 71.5 
5 414 28.5 100.0 
合計 1452 100.0   
欠損値 9 9     





いて」（http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/ritu/index.html、平成 27年 3月 20日閲覧）に





  度数 有効％ 累積％ 
有効 ほぼ必ず行く 1012 69.6 69.6 
時々行く 129 8.9 78.5 
行ったり行かなかったりする 184 12.7 91.2 
どちらかといえば行かない 53 3.6 94.8 
めったに行かない 75 5.2 100.0 
合計 1453 100.0   
欠損値 9 8     
合計 1461     
 
 







  度数 有効％ 累積％ 2012年 総務省『人口推計』（％） 
有効 北海道 63 4.3 4.3 4.3 
東北 115 7.9 12.2 7.2 
関東 465 31.8 44.0 33.4 
甲信越 67 4.6 48.6 4.2 
北陸 44 3.0 51.6 2.4 
東海 171 11.7 63.3 11.8 
近畿 210 14.4 77.7 16.3 
中国 91 6.2 83.9 5.9 
四国 50 3.4 87.3 3.1 
九州 185 12.7 100.0 11.4 









  度数 有効％ 累積％ 2010年 『国勢調査』（％） 
有効 21大市 366 25.1 25.1 30.2 
その他の市 962 65.8 90.9 59.9 
町村 133 9.1 100.0 9.9 














問１.  あなたは、悪いことをしたらバチがあたると思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 はい 1223 83.9 83.9 
いいえ 234 16.1 100.0 
合計 1457 100.0   
欠損値 9 4     









  度数 有効% 累積% 
有効数 そう思う 36 2.5 2.5 
どちらかといえばそう思う 203 13.9 16.4 
どちらともいえない 442 30.3 46.6 
どちらかといえばそう思わない 447 30.6 77.3 
そう思わない 332 22.7 100.0 
合計 1460 100.0   
欠損値 9 1     
















  度数 有効% 累積% 
有効数 人はもともと善い行いをするものである 567 38.9 38.9 
人はもともと悪い行いをするものである 173 11.9 50.7 
どちらともいえない 719 49.3 100.0 
合計 1459 100.0   
欠損値 9 2     
合計 1461     
 
 











































































     きだ」という意見に賛成ですか、反対ですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成 76 5.2 5.2 
どちらかといえば賛成 220 15.2 20.4 
どちらともいえない 455 31.4 51.8 
どちらかといえば反対 469 32.3 84.1 
反対 230 15.9 100.0 
合計 1450 100.0   
欠損値 9 11     










     すか、反対ですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成 481 33.2 33.2 
どちらかといえば賛成 490 33.8 67.0 
どちらともいえない 322 22.2 89.2 
どちらかといえば反対 100 6.9 96.1 
反対 56 3.9 100.0 
合計 1449 100.0   
欠損値 9 12     



















































問４ 結果重視する    









? ? ? ? ?見に、あなたは賛成ですか、反対ですか。（○は１つ）?
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成 501 34.5 34.5 
どちらかといえば賛成 477 32.8 67.3 
どちらともいえない 343 23.6 90.9 
どちらかといえば反対 92 6.3 97.2 
反対 40 2.8 100.0 
合計 1453 100.0   
欠損値 9 8     


















































































































１「全く同意できない」から ５「その通りだと思う」の ５ 段階でお答えください。 
                                （○はそれぞれ１つずつ） 
 
問７．あなたは現在の日本の社会で高い社会的地位や経済的豊かさを得ているのは、どのような 
    人たちだと思いますか。（a）成果を上げた人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 33 2.3 2.3 
2 53 3.7 6.0 
3 306 21.4 27.4 
4 510 35.7 63.1 
その通りだと思う 527 36.9 100.0 
合計 1429 100.0   
欠損値 9 32     
合計 1461     
 
問７．あなたは現在の日本の社会で高い社会的地位や経済的豊かさを得ているのは、どのような 
   人たちだと思いますか。（b）努力した人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 42 2.9 2.9 
2 70 4.9 7.8 
3 309 21.5 29.4 








１ ２ ３ ４ ５ 
（ b）努力した人・・・・・・・・・・
 → 
１ ２ ３ ４ ５ 
（ c）運のいい人・・・・・・・・・・
 → 
１ ２ ３ ４ ５ 
（ d）社会から必要とされている人・・
 → 
１ ２ ３ ４ ５ 
（ e）誰もが同じくらい得ている・・・
 → 
１ ２ ３ ４ ５ 
高い社会的地位や 
経済的豊かさを得ているのは 
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その通りだと思う 520 36.3 100.0 
合計 1434 100.0   
欠損値 9 27     
合計 1461     
 
問７．あなたは現在の日本の社会で高い社会的地位や経済的豊かさを得ているのは、どのような 
    人たちだと思いますか。（c）運のいい人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 72 5.0 5.0 
2 136 9.5 14.6 
3 523 36.6 51.2 
4 424 29.7 80.9 
その通りだと思う 273 19.1 100.0 
合計 1428 100.0   
欠損値 9 33     
合計 1461     
 
問７．あなたは現在の日本の社会で高い社会的地位や経済的豊かさを得ているのは、どのような 
    人たちだと思いますか。（d）社会から必要とされている人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 46 3.2 3.2 
2 123 8.6 11.8 
3 492 34.4 46.2 
4 456 31.9 78.1 
その通りだと思う 313 21.9 100.0 
合計 1430 100.0   
欠損値 9 31     
合計 1461     
 
問７．あなたは現在の日本の社会で高い社会的地位や経済的豊かさを得ているのは、どのような 
    人たちだと思いますか。（e）誰もが同じくらい得ている 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 455 32.0 32.0 
2 385 27.1 59.1 
3 475 33.4 92.5 
4 59 4.2 96.7 
その通りだと思う 47 3.3 100.0 
合計 1421 100.0   
欠損値 9 40     































































































































問７d  社会に必要とされる人 

















      （a）成果を上げられなかった人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 105 7.4 7.4 
2 218 15.3 22.7 
3 568 39.9 62.6 


































   その通りだと思う
 
（a）成果を上げられなかった人・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ 
（b）努力しなかった人・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ 
（c）運の悪い人・・・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ 




その通りだと思う 191 13.4 100.0 
合計 1423 100.0   
欠損値 9 38     
合計 1461     
 
問８．あなたは現在の日本の社会で貧困状態にある人は、どのような人たちだと思いますか。 
      （b）努力しなかった人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 99 6.9 6.9 
2 188 13.1 20.0 
3 444 30.9 50.9 
4 356 24.8 75.7 
その通りだと思う 348 24.3 100.0 
合計 1435 100.0   
欠損値 9 26     
合計 1461     
 
問８．あなたは現在の日本の社会で貧困状態にある人は、どのような人たちだと思いますか。 
      （c）運の悪い人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 129 9.0 9.0 
2 185 12.9 22.0 
3 622 43.5 65.5 
4 304 21.3 86.8 
その通りだと思う 189 13.2 100.0 
合計 1429 100.0   
欠損値 9 32     
合計 1461     
 
問８．あなたは現在の日本の社会で貧困状態にある人は、どのような人たちだと思いますか。 
      （d）社会から必要とされていない人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 全く同意できない 294 20.6 20.6 
2 267 18.8 39.4 
3 557 39.1 78.5 
4 186 13.1 91.6 
その通りだと思う 120 8.4 100.0 
合計 1424 100.0   
欠損値 9 37     
合計 1461     










































































































問８d  社会から必要とされない人 
99 188 


































     （○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 今より良くなっていく 61 4.2 4.2 
今より少し良くなっていく 169 11.6 15.8 
あまり変わらない 436 30.0 45.8 
今より少し悪くなっていく 298 20.5 66.3 
今より悪くなっていく 383 26.3 92.6 
わからない 108 7.4 100.0 
合計 1455 100.0   
欠損値 9 6     







 この問 10は、自力で社会が変えられると思うかを尋ねたものである。 
問 10．あなたは、自分たちの努力次第で今後社会が良くなると思いますか。 （○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 良くなると思う 176 12.1 12.1 
どちらかというと良くなると思う 446 30.7 42.8 
どちらともいえない 422 29.0 71.9 
どちらかというと良くなると思わない 179 12.3 84.2 
良くなると思わない 162 11.1 95.3 
わからない 68 4.7 100.0 
合計 1453 100.0   
欠損値 9 8     






















































































 この問 11は、強い力に頼りたいかについて尋ねたものである。 
問 11．日本の良さを守るには何らかの強い力が必要だと思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そう思う 389 26.8 26.8 
どちらかというとそう思う 584 40.2 67.0 
どちらともいえない 331 22.8 89.7 
どちらかというとそうは思わない 90 6.2 95.9 
そうは思わない 59 4.1 100.0 
合計 1453 100.0   
欠損値 9 8     







 この問 12は、人を信用できると考えているか尋ねたものである。 
問 12. 一般的に言って、人はだいたいにおいて信用できると思いますか。それとも人と付き合うに 
      は用心するにこしたことはないと思いますか。 （○は１つ） 
















































































































































有効数 だいたい信用できる 372 25.6 25.6 
用心するにこしたことはない 941 64.7 90.2 
わからない 142 9.8 100.0 
合計 1455 100.0   
欠損値 9 6     

























  度数 有効% 累積% 
有効数 信頼できると思う 31 2.1 2.1 
どちらかというと信頼できると思う 252 17.4 19.5 






















（a）政府・・・・・・・・・・→ １ ２ ３ ４ ５ 
（b）警察・・・・・・・・・・→ １ ２ ３ ４ ５ 
（c）裁判所・・・・・・・・・→ １ ２ ３ ４ ５ 
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どちらかというと信頼できない 413 28.4 82.1 
信頼できない 260 17.9 100.0 
合計 1452 100.0   
欠損値 9 9     




  度数 有効% 累積% 
有効数 信頼できると思う 75 5.2 5.2 
どちらかというと信頼できると思う 508 35.0 40.2 
どちらともいえない 519 35.8 75.9 
どちらかというと信頼できない 239 16.5 92.4 
信頼できない 110 7.6 100.0 
合計 1451 100.0   
欠損値 9 10     




  度数 有効% 累積% 
有効数 信頼できると思う 133 9.2 9.2 
どちらかというと信頼できると思う 550 37.9 47.0 
どちらともいえない 561 38.6 85.6 
どちらかというと信頼できない 149 10.3 95.9 
信頼できない 60 4.1 100.0 
合計 1453 100.0   
欠損値 9 8     




















































































 この問 14は、赤信号を無視することがあるかについて尋ねたものである。 
 
問 14．車がくる気配がほとんどないことが明らかだったとしたら、あなたは信号が赤でもわたりますか。    
それとも青になるまで待ちますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 信号が赤でも渡るだろうと思う 248 17.0 17.0 
信号が赤なら渡らないで、青になるまで待つと思う 654 44.9 61.9 
状況による 542 37.2 99.1 
わからない 13 .9 100.0 
合計 1457 100.0   
欠損値 9 4     






















































































































































 この問 15は、マナー違反にいらだつことがあるか尋ねたものである。 
問 15．あなたは、公共の場所でのマナー違反にいらだつことが、どの程度ありますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 よくある 288 19.8 19.8 
ときどきある 954 65.4 85.2 
あまりない 190 13.0 98.2 
まったくない 10 .7 98.9 
わからない 16 1.1 100.0 
合計 1458 100.0   
欠損値 9 3     























































































































問 16．あなたは相手の気持ちを傷つけていないか気にすることがどの程度ありますか。（○は１つ）  
 
１ 常に気にしてしまう  ３ あまり気にしない 




  度数 有効% 累積% 
有効数 常に気にしてしまう 435 29.9 29.9 
ときどき気にする 924 63.5 93.3 
あまり気にしない 94 6.5 99.8 
まったく気にしない 3 .2 100.0 
合計 1456 100.0   
欠損値 9 5     
合計 1461     
 
 
 「ときどき気にする」が 63.5％と圧倒的である。「常に」を合わせると「気にする」が 93.3％である。 
 
17．問 17 
 この問 17は、努力で人は変われるかという人間観について尋ねたものである。 
 
問 17．あなたは、努力することで人は変わることができると思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 変わることができる 521 35.8 35.8 
どちらかというと変わることができる 701 48.1 83.9 
どちらともいえない 183 12.6 96.4 
どちらかというと変わることができない 40 2.7 99.2 
変わることができない 12 .8 100.0 
合計 1457 100.0   
欠損値 9 4     
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 この問 18は、子供のしつけに対する意識について「優しさ」と「厳しさ」の二極で尋ねたものである。 
 
問 18．子どものしつけでは、優しさと厳しさとでは、どちらがより大事だと思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 優しさが大事だ 171 11.7 11.7 
どちらかというと優しさが大事だ 548 37.6 49.3 
どちらともいえない 388 26.6 75.9 
どちらかというと厳しさが大事だ 319 21.9 97.8 
厳しさが大事だ 32 2.2 100.0 
合計 1458 100.0   
欠損値 9 3     



























































































































































 この問 19は、幸せの度合いについて、10段階にして尋ねたものである。 
 







  とても  とても 
  不幸せ  幸せ 
 
 
問 19．現在、あなた自身はどの程度幸せですか。「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸せ」を０点とすると、 
何点くらいになると思いますか。いずれかの数字を１つだけ○で囲んでください。 
  度数 有効% 累積% 
有効数 0 とても不幸せ 11 .8 .8 
1 13 .9 1.6 
2 28 1.9 3.6 
3 61 4.2 7.8 
4 77 5.3 13.0 
5 260 17.9 30.9 
6 162 11.1 42.0 
7 280 19.2 61.3 
8 331 22.7 84.0 
9 134 9.2 93.2 
10 とても幸せ 99 6.8 100.0 
合計 1456 100.0   
欠損値 99 5     































6 7 8 9 100 1 2 3 4 5










  度数 有効% 累積% 
有効数 そう思う 135 9.3 9.3 
どちらかというとそう思う 339 23.3 32.5 
どちらともいえない 415 28.5 61.0 
どちらかというとそうは思わない 431 29.6 90.5 
そうは思わない 138 9.5 100.0 
合計 1458 100.0   
欠損値 9 3     












  度数 有効% 累積% 
有効数 大きく増えている 307 21.1 21.1 
増えている 898 61.7 82.8 
変わらない 198 13.6 96.4 
減っている 52 3.6 99.9 


































































合計 1456 100.0   
欠損値 9 5     







 この問 22は、回答者自身の犯罪不安について尋ねたものである。 
 
問 22 ．あなたの日常生活の中で、犯罪や非行の被害を受けそうな不安を感じることがよくありますか、   
それともそのようなことはありませんか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 よくある 31 2.1 2.1 
ときどきある 442 30.4 32.5 
な い 514 35.3 67.8 
一概にいえない 411 28.2 96.0 
わからない 58 4.0 100.0 
合計 1456 100.0   
欠損値 9 5     
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 「ない」が最大多数の 35.3％、「よくある」は 2.1％しかなかった。 
 
23．問 23 




  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 569 39.6 39.6 
どちらかというと影響している 601 41.8 81.4 
どちらともいえない 193 13.4 94.9 
どちらかというと影響していない 18 1.3 96.1 
影響していない 26 1.8 97.9 
わからない 30 2.1 100.0 
合計 1437 100.0   
欠損値 9 24     




  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 646 44.6 44.6 
どちらかというと影響している 590 40.7 85.3 
どちらともいえない 160 11.0 96.3 
どちらかというと影響していない 15 1.0 97.4 
影響していない 17 1.2 98.6 
わからない 21 1.4 100.0 
合計 1449 100.0   
欠損値 9 12     




  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 377 26.1 26.1 
どちらかというと影響している 732 50.8 76.9 
どちらともいえない 255 17.7 94.6 
どちらかというと影響していない 27 1.9 96.5 
影響していない 25 1.7 98.2 
わからない 26 1.8 100.0 
合計 1442 100.0   
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欠損値 9 19     




  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 252 17.5 17.5 
どちらかというと影響している 627 43.6 61.1 
どちらともいえない 417 29.0 90.1 
どちらかというと影響していない 64 4.4 94.5 
影響していない 41 2.8 97.4 
わからない 38 2.6 100.0 
合計 1439 100.0   
欠損値 9 22     




  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 196 13.6 13.6 
どちらかというと影響している 546 37.9 51.5 
どちらともいえない 470 32.6 84.0 
どちらかというと影響していない 132 9.2 93.2 
影響していない 51 3.5 96.7 
わからない 47 3.3 100.0 
合計 1442 100.0   
欠損値 9 19     




  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 362 25.1 25.1 
どちらかというと影響している 601 41.6 66.7 
どちらともいえない 349 24.2 90.9 
どちらかというと影響していない 53 3.7 94.5 
影響していない 39 2.7 97.2 
わからない 40 2.8 100.0 
合計 1444 100.0   
欠損値 9 17     
合計 1461     





  度数 有効% 累積% 
有効数 影響している 131 9.1 9.1 
どちらかというと影響している 281 19.4 28.5 
どちらともいえない 594 41.1 69.6 
どちらかというと影響していない 225 15.6 85.2 
影響していない 128 8.9 94.0 
わからない 86 6.0 100.0 
合計 1445 100.0   
欠損値 9 16     















































































































































































































































































































































































































































































































































問23g 警察の取締り不足  

















  １        ２        ３        ４        ５       
 賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  





   １        ２        ３        ４        ５       
  賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  




   １        ２        ３        ４        ５       
  賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  
            賛成する        いえない     反対する 
 
（d） 犯罪者を罰することで、被害者に代わって仕返しをする （○は１つ） 
 
   １        ２        ３        ４        ５       
  賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  




   １        ２        ３        ４        ５       
  賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  




   １        ２        ３        ４        ５       
  賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  






   １        ２        ３        ４        ５       
  賛成する    どちらかといえば    どちらとも  どちらかといえば     反対する  
            賛成する        いえない     反対する 
 
問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。          
（a） 犯罪者を罰することで、罪を犯した分だけその犯罪者に苦痛を与える（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 518 35.6 35.6 
どちらかといえば賛成する 585 40.2 75.8 
どちらともいえない 281 19.3 95.1 
どちらかといえば反対する 52 3.6 98.7 
反対する 19 1.3 100.0 
合計 1455 100.0   
欠損値 9 6     
合計 1461     
 
問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。          
（b） 犯罪者を罰することで、犯罪を犯せばどうなるかを人々に示して、同じ犯罪が起こることを      
抑制する（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 541 37.3 37.3 
どちらかといえば賛成する 587 40.5 77.8 
どちらともいえない 273 18.8 96.6 
どちらかといえば反対する 38 2.6 99.2 
反対する 11 .8 100.0 
合計 1450 100.0   
欠損値 9 11     
合計 1461     
 
問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。          
（c） 犯罪者を刑務所に入れて、犯罪者がまっとうな人間になるよう教育する（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 635 43.7 43.7 
どちらかといえば賛成する 529 36.4 80.2 
どちらともいえない 243 16.7 96.9 
どちらかといえば反対する 32 2.2 99.1 
反対する 13 .9 100.0 
合計 1452 100.0   
欠損値 9 9     
合計 1461     
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問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。          
（d） 犯罪者を罰することで、被害者に代わって仕返しをする （○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 145 10.0 10.0 
どちらかといえば賛成する 266 18.3 28.3 
どちらともいえない 591 40.7 69.0 
どちらかといえば反対する 241 16.6 85.6 
反対する 209 14.4 100.0 
合計 1452 100.0   
欠損値 9 9     
合計 1461     
 
問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。          
（e） 犯罪者に、罪人というレッテルをはることによって、その社会で面目を失わせる（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 84 5.8 5.8 
どちらかといえば賛成する 166 11.4 17.2 
どちらともいえない 572 39.4 56.7 
どちらかといえば反対する 396 27.3 84.0 
反対する 232 16.0 100.0 
合計 1450 100.0   
欠損値 9 11     
合計 1461     
 
問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。           
（f） 犯罪者を罰することで、社会のルールを人々が再確認する（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 412 28.5 28.5 
どちらかといえば賛成する 625 43.2 71.7 
どちらともいえない 359 24.8 96.5 
どちらかといえば反対する 32 2.2 98.7 
反対する 19 1.3 100.0 
合計 1447 100.0   
欠損値 9 14     
合計 1461     
 
問 24. あなたは、罰として犯罪者を刑務所に入れることの目的についてどうお考えですか。        
（g） 犯罪者を刑務所に入れておいて、犯罪者が犯罪を行えないようにする（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成する 438 30.2 30.2 
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どちらかといえば賛成する 497 34.3 64.4 
どちらともいえない 416 28.7 93.1 
どちらかといえば反対する 74 5.1 98.2 
反対する 26 1.8 100.0 
合計 1451 100.0   
欠損値 9 10     





















































































































































































































































































































































































































































問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。 
次の（a）～（h）の犯罪それぞれについて、あてはまるものを選んでください。 






















問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（a） 殺人 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 573 39.5 39.5 
どちらかというと軽すぎる 412 28.4 68.0 
適切である 240 16.6 84.5 



















（a） 殺人・・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（b） 強盗・・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（c） 放火・・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（d） 性犯罪・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（e） 飲酒運転・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（f） 窃盗・・・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（g） 少年犯罪・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
（h） 児童虐待・・・・・・・ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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重すぎる 5 .3 85.2 
わからない 214 14.8 100.0 
合計 1449 100.0   
欠損値 9 12     
合計 1461     
 
問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（b） 強盗 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 346 24.0 24.0 
どちらかというと軽すぎる 449 31.2 55.2 
適切である 364 25.3 80.5 
どちらかというと重すぎる 4 .3 80.8 
重すぎる 3 .2 81.0 
わからない 274 19.0 100.0 
合計 1440 100.0   
欠損値 9 21     
合計 1461     
 
問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（c） 放火 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 460 31.9 31.9 
どちらかというと軽すぎる 384 26.6 58.5 
適切である 319 22.1 80.6 
どちらかというと重すぎる 7 .5 81.1 
重すぎる 6 .4 81.5 
わからない 267 18.5 100.0 
合計 1443 100.0   
欠損値 9 18     
合計 1461     
 
問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（d） 性犯罪 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 604 41.7 41.7 
どちらかというと軽すぎる 459 31.7 73.5 
適切である 178 12.3 85.8 
どちらかというと重すぎる 6 .4 86.2 
重すぎる 3 .2 86.4 
わからない 197 13.6 100.0 
合計 1447 100.0   
欠損値 9 14     




問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（e） 飲酒運転 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 463 32.0 32.0 
どちらかというと軽すぎる 369 25.5 57.5 
適切である 410 28.3 85.8 
どちらかというと重すぎる 36 2.5 88.3 
重すぎる 32 2.2 90.5 
わからない 137 9.5 100.0 
合計 1447 100.0   
欠損値 9 14     
合計 1461     
 
問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（f） 窃盗 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 289 20.2 20.2 
どちらかというと軽すぎる 373 26.0 46.2 
適切である 483 33.7 80.0 
どちらかというと重すぎる 13 .9 80.9 
重すぎる 3 .2 81.1 
わからない 271 18.9 100.0 
合計 1432 100.0   
欠損値 9 29     
合計 1461     
 
問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（g） 少年犯罪 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 504 34.8 34.8 
どちらかというと軽すぎる 466 32.2 67.0 
適切である 234 16.2 83.1 
どちらかというと重すぎる 13 .9 84.0 
重すぎる 8 .6 84.6 
わからない 223 15.4 100.0 
合計 1448 100.0   
欠損値 9 13     
合計 1461     
 
問 25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、それとも重すぎると思いますか。（h） 児童虐待 
  度数 有効% 累積% 
有効数 軽すぎる 613 42.3 42.3 
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どちらかというと軽すぎる 464 32.0 74.3 
適切である 147 10.1 84.5 
どちらかというと重すぎる 6 .4 84.9 
重すぎる 4 .3 85.2 
わからない 215 14.8 100.0 
合計 1449 100.0   
欠損値 9 12     








































































































































































































































































































































































































































































 この問 26は、刑罰に犯罪抑止力がないと仮定した場合の重罰に対する意見について尋ねたものである。 
 
問 26．仮に、「刑罰を重くしても、犯罪が減ることはない」とわかったとします。その場合、あなたは、    
刑罰を重くすることに反対ですか、それとも賛成ですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 刑罰を重くすることに反対 122 8.4 8.4 
どちらともいえない 529 36.3 44.7 
刑罰を重くすることに賛成 657 45.1 89.8 
わからない 149 10.2 100.0 
合計 1457 100.0   
欠損値 9 4     



































































 「刑罰を重くすることに賛成」が最大で 45.1％、「反対」は 8.4％しかいない。 
 
27．問 27 
 この問 27は、重大犯罪を犯した人間が更生可能と考えるか人間観について尋ねたものである。 
 
問 27．あなたは、重大な犯罪を犯した人は、どの程度立ち直ると思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 立ち直る可能性はかなりある 72 4.9 4.9 
立ち直る可能性は少しはある 466 32.0 37.0 
どちらともいえない 312 21.4 58.4 
立ち直る可能性はわずかしかない 450 30.9 89.3 
立ち直る可能性はまったくない 50 3.4 92.8 
わからない 105 7.2 100.0 
合計 1455 100.0   
欠損値 9 6     
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問 28. あなたは、裁判員による裁判が導入されたことに賛成ですか、反対ですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成 137 9.4 9.4 
どちらかといえば賛成 292 20.1 29.5 
どちらともいえない 505 34.7 64.2 
どちらかといえば反対 333 22.9 87.1 
反対 188 12.9 100.0 
合計 1455 100.0   
欠損値 9 6     











  度数 有効% 累積% 
有効数 なろうと思う 190 13.0 13.0 
どちらかといえばなろうと思う 216 14.8 27.9 
どちらともいえない 216 14.8 42.7 
どちらかといえばなりたくない 378 26.0 68.7 
なりたくない 456 31.3 100.0 
合計 1456 100.0   
欠損値 9 5     




























































 この問 30は、裁判員裁判における死刑判決の特別手続の導入について尋ねたものである。 
 
問 30．あなたは、裁判員制度で死刑判決が出るかもしれないときは、通常の多数決ではなく、       
全員一致でしか結論が出せないように特別の手続をすべきだと思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そう思う 236 16.2 16.2 
どちらかというとそう思う 319 22.0 38.2 
どちらともいえない 324 22.3 60.5 
どちらかというとそう思わない 136 9.4 69.9 
そう思わない 213 14.7 84.5 
6 225 15.5 100.0 
合計 1453 100.0   
欠損値 9 8     
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 「どちらかといえばそう思わない」が最少となり山形が凹む結果となった。「そう思う」と「どちらかといえ
ばそう思う」の合計が、38.2％、反対派の合計は 24.1％、「わからない」が 15.4％であった。 
 
31．問 31 





















問 31 . A 「1人でも無実のものが有罪にされるようなことになるよりは、99人の有罪者が無罪になっても    
やむを得ない」  B 「1人の無実の人には気の毒であるが、100人とも処罰することになっても         
やむをえない」  あなたはＡ、Ｂのどちらの意見に賛成ですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 Ａ（無実の１人を助けよ） 470 32.5 32.5 
Ｂ（１人くらいやむを得ない） 55 3.8 36.3 
罪の種類による 566 39.1 75.4 
わからない 356 24.6 100.0 
合計 1447 100.0   
欠損値 9 14     









 この問 32は、司法取引制度について尋ねたものである。 
 
問 32．あなたは、「犯行について話してくれた人には、それと引き換えに刑を軽くしてもよい」と         
思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そう思う 50 3.4 3.4 
どちらかといえばそう思う 262 18.1 21.5 
どちらともいえない 457 31.5 53.0 
どちらかといえばそう思わない 352 24.3 77.3 
そう思わない 330 22.7 100.0 
合計 1451 100.0   
欠損値 9 10     
合計 1461     
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33．問 33 
 この問 33は、警察の不法な取調べに従うかどうか尋ねたものである。 
 
問 33．あなたは、逮捕令状があっても身に覚えがないことであるなら、従わなくてもよいと思いますか、   
そうは思いませんか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 従わなくてもよいと思う 772 53.4 53.4 
そうは思わない 299 20.7 74.0 
わからない 376 26.0 100.0 
合計 1447 100.0   
欠損値 9 14     























































賛成 539 37.2 37.2
どちらかといえば賛成 466 32.2 69.4
どちらともいえない 292 20.2 89.6
どちらかといえば反対 106 7.3 96.9





































回会議（2014年 8月 28日）でも資料として配布されている。（法務省 2014） 
539 466 292 106 45
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
問34．あなたは、死刑制度があることについて賛成ですか、反対ですか。（○は１つ）
賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない どちらかといえば反対 反対




































度数 % 有効% 累積%
将来も死刑を廃止しない方がよい 729 49.9 72.8 72.8
状況が変われば、将来的には、死刑を廃止してもよい 200 13.7 20.0 92.8
わからない 72 4.9 7.2 100.0











増えると思う 676 67.5 67.5
増えないと思う 89 8.9 76.3



































廃止すべきである 140 14.1 14.1
廃止すべきではない 645 65.0 79.1



























































増えると思う 16 11.0 11.0
増えないと思う 55 37.7 48.6












廃止すべきである 55 38.7 38.7
廃止すべきではない 31 21.8 60.6
































 この問 35は、死刑判決の数を現状より、増やすべきか減らすべきか尋ねたものである。 
 
問 35．あなたは、現在の死刑判決の数を、今より増やすべきだと思いますか、減らすべきだと思いますか。  
      （○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 今より増やすべきだ 367 25.9 25.9 
度数 有効% 累積%
今より増やすべきだ 367 25.9 25.9
現状でよい 864 61.1 87.0












度数 348 592 38 978
% 35.6% 60.5% 3.9% 100.0%
調整済み残差 12.5 -.7 -15.3
度数 15 222 43 280
% 5.4% 79.3% 15.4% 100.0%
調整済み残差 -8.8 7.0 1.3
度数 2 46 101 149
% 1.3% 30.9% 67.8% 100.0%
調整済み残差 -7.2 -8.0 21.1
度数 365 860 182 1407
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現状でよい 864 61.1 87.0 
今より減らすべきだ 184 13.0 100.0 
合計 1415 100.0   
欠損値 9 46     








 この問 36は、世界の死刑制度についての知識を確認するために尋ねたものである。 
 
問 36．あなたは、世界の死刑制度は、ここ十年間、どのようになっているとお考えですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 少数の国を除いて、死刑は廃止された 135 9.3 9.3 
ヨーロッパ諸国を中心に、約３分の２の国で死刑は廃止された 83 5.7 15.1 
ヨーロッパ諸国を中心に、約半分の国で死刑は廃止された 60 4.2 19.3 
ヨーロッパ諸国を中心に、約３分の１の国で死刑は廃止された 56 3.9 23.1 
死刑が廃止された国は、依然として少数にとどまる 126 8.7 31.9 
わからない 984 68.1 100.0 
合計 1444 100.0   
欠損値 9 17     















































 問 37は、終身刑の導入について意見を尋ねたものである。 
 
問 37. 絶対に一生刑務所から出られない終身刑を導入することについて、あなたは賛成ですか、  
     反対ですか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 賛成 445 30.7 30.7 
どちらかといえば賛成 419 28.9 59.6 
どちらともいえない 371 25.6 85.2 
どちらかといえば反対 131 9.0 94.2 
反対 84 5.8 100.0 
合計 1450 100.0   
欠損値 9 11     
合計 1461     
 
 





























































































































































































     支持しますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 支持する 558 38.5 38.5 
支持しない 382 26.4 64.9 
わからない 509 35.1 100.0 
合計 1449 100.0   
欠損値 9 12     








この問 39は、無期懲役囚の多くの人が 10年から 20年で仮釈放されると考えているかどうか尋ねたもので
ある。無期刑の運用に対する正確な知識の有無を調査することを意図した質問である。 
 
問 39．あなたは、無期懲役になっても、多くの人が 10年から 20年で仮釈放され、出所すると思いますか、 
     思いませんか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 出所すると思う 843 58.0 58.0 
そうは思わない 202 13.9 71.9 
わからない 409 28.1 100.0 
合計 1454 100.0   
欠損値 9 7     














































  度数 有効% 累積% 
有効数 そのとおりだと思う 220 15.3 15.3 






































 なる（公訴時効）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ → 
１ ２ ３ 
（b）刑務所に長く入れれば入れるほど、出所後、再び犯罪を犯す 
 可能性は低くなる・・・・・・・・・・・・・・・・・・ → 
１ ２ ３ 
（c）日本では、死刑は絞首刑によって執行されている・・・・・ → １ ２ ３ 
（d）日本では 1989年から 1993年までの間、死刑が執行されなかった 
  期間があるが、この時期、凶悪犯罪の発生率が上がった・・ → 
１ ２ ３ 
（e）イギリスやドイツでは、死刑を廃止したが、殺人の発生率は 
  上がらなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ → 
１ ２ ３ 
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わからない 453 31.5 100.0 
合計 1436 100.0   
欠損値 9 25     
合計 1461     
 
問 40（b）刑務所に長く入れれば入れるほど、出所後、再び犯罪を犯す可能性は低くなる 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そのとおりだと思う 112 7.8 7.8 
そうは思わない 913 63.4 71.2 
わからない 414 28.8 100.0 
合計 1439 100.0   
欠損値 9 22     
合計 1461     
 
問 40（c）日本では、死刑は絞首刑によって執行されている 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そのとおりだと思う 704 49.1 49.1 
そうは思わない 180 12.6 61.6 
わからない 550 38.4 100.0 
合計 1434 100.0   
欠損値 9 27     
合計 1461     
 
問 40（d）日本では 1989年から 1993年までの間、死刑が執行されなかった期間があるが、この時期、  
    凶悪犯罪の発生率が上がった 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そのとおりだと思う 130 9.0 9.0 
そうは思わない 269 18.7 27.7 
わからない 1041 72.3 100.0 
合計 1440 100.0   
欠損値 9 21     
合計 1461     
 
問 40（e）イギリスやドイツでは、死刑を廃止したが、殺人の発生率は上がらなかった 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そのとおりだと思う 147 10.2 10.2 
そうは思わない 195 13.6 23.8 
わからない 1093 76.2 100.0 
合計 1435 100.0   
欠損値 9 26     
































































































































































 この問 41は、死刑判決が冤罪である可能性の認識について尋ねたものである。 
 
問 41．「日本では、真犯人ではない人が死刑判決を下されることはほとんどない」という意見があります。 
    あなたはこの意見についてどう思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 そう思う 82 5.6 5.6 
どちらかといえばそう思う 310 21.3 27.0 
どちらともいえない 387 26.7 53.7 
どちらかといえばそう思わない 208 14.3 68.0 
そう思わない 243 16.7 84.7 
6 222 15.3 100.0 
合計 1452 100.0   
欠損値 9 9     












































 この問 42は、四大死刑冤罪事件の知識を尋ねたものである。 
 
問 42．日本で 1980年代に、死刑判決がいったん確定したのち、裁判がやりなおされて、無罪判決が 
    下された人が 4人います。あなたはこのことを知っていましたか、知っていませんでしたか。 
    （○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 知っていた 409 28.1 28.1 
そのようなことを少し聞いた覚えがある 666 45.8 73.9 
知らなかった 379 26.1 100.0 
合計 1454 100.0   
欠損値 9 7     
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 この問 43は、死刑囚に無実の人が 10％含まれていれば死刑執行を一旦停止するか尋ねたものである。 
 
問 43． 現在の日本の死刑囚は約 130人います。仮にそのうち 10％、つまり 13人が無実だったと 
     わかったとします。その場合、死刑を執行することをいったんやめたほうがよいと思いますか、 
     それとも続けたほうがよいと思いますか。（○は１つ） 
  度数 有効% 累積% 
有効数 いったんやめる 1018 70.3 70.3 
続ける 88 6.1 76.3 
どちらともいえない 343 23.7 100.0 
合計 1449 100.0   
欠損値 9 12     




















































・棚瀬 孝雄著「日本人の権利観・刑罰意識と自由主義的法秩序(1) 」法学論叢 京都大学法学会 157巻 4号
1－32頁 2005年 
・棚瀬 孝雄著「日本人の権利観・刑罰意識と自由主義的法秩序(2・完)」法学論叢 京都大学法学会 157巻 5
号 1－32頁 2005年 
・松村良之、木下麻奈子他「日本人の法意識」はどのように変わったか―1971年、1976年、2005年調査の比
較―」 北大法学論集 57巻 4号 435-474頁 2006年 
・松村良之・藤本亮・木下麻奈子他「現代日本人の法意識の全体像―2005 年調査結果の概要」北大法学論集
57巻 3号 1401-1476頁 2006年 
・松村 良之. 木下 麻奈子. 太田 勝造 他「裁判員制度と刑事司法に対する人々の意識 : 2011年第 2波調査に
基づいて 」北大法学論集. 62巻 4号 1110-1025頁 2011年 
・松村 良之「応報か行動コントロールか：刑罰動機をめぐって」菊田幸一・西村 春夫・宮澤 節生編『社会
の中の刑事司法と犯罪者』日本評論社 2007年 
・日本文化会議「現代日本人の法意識」第一法規出版 1982 
・佐藤舞, 木村正人, 本庄武 著「死刑をめぐる「世論」と「輿論」」福井厚. 山崎優子. 高山佳奈子他著『死
刑と向き合う裁判員のために』現代人文社 65-85頁 2011年。 
 
参考文献 
日 本 弁 護 士 連 合 会 2013 「 死 刑 制 度 に 関 す る 政 府 の 世 論 調 査 に 対 す る 意 見 書 」
http://www.nichibenren.or.jp/library/ja/opinion/report/data/2013/opinion_131122_4.pdf（2015年 3月 12日
参照） 
法務省 2014「死刑制度に関する世論調査についての検討会（第１回会議）議事録」
http://www.moj.go.jp/content/0011300 
 
 
	 （かわい・みきお　桐蔭横浜大学）
	 （くずの・ひろゆき　一橋大学）　
	 （きのした・まなこ　同志社大学）
	 （ひらやま・まり　白鷗大学）　　
	 （くぼ・ひでお　京都産業大学）　
	 （きむら・まさと　高千穂大学）　

